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海洋性化学合成硫黄酸化細菌を起点 とする海底有機堆積物の嫌気分解過程
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　 【背景】海底 有機堆積物の 蓄積は、富栄養化が進行 した閉鎖系海域 に お い て多 く報告されてきた。
一
方、

東日本大震災 に よ る津波で 大量 の 堆積物が陸上に打ち上げられた事か ら、解放系沿岸海域に おいても堆積物

が分解され ずに蓄積 され続けて きた事実が明 るみに な っ た。我々は、海底環境に 豊富に存在 する硫 酸や鉄

（川 ）を電子 受容体とする嫌気分解が堆積物中で は微 弱であ る事を示 して きた 。 本研究で は 、 硝酸還元条件に

おける海底有機堆積物の 分解過程を化学分析および次世代シ
ー

クエ ンサ
ー解析に よ っ て明らかに した 。

　 【方法 ・結果】宮城県東松島市に 大震災津波で 打 ち上げられた堆積物 を採取 した。堆積物を無機海水培地

へ 嫌気的に 懸濁 し た後、硝酸塩を 20mM の 濃度で添加 し、25℃で 5日間培養 した。培養物から経時 的に DNA と

RNA を抽出し16S　rRNA 遺伝子を対象に 次世代シークエ ン サ
ー解析を行 っ た。培養2日目に硝酸濃度の 減少が観

察 され、SulfurimonasreやThiohalomonas属の新規な硫黄酸化細菌が増加 した 。 5日目には N20と硫酸の 生成が観察

され 、 堆積物中の 硫黄成分 は減少した。こ の時、上記 の硫黄酸化細菌群が群集全体の約60 ％ を占め る と共 に 、

鉄還元細菌 、 酢酸資化性 メタ ン 生成菌、低級脂肪酸の 共生酸化細菌 の代謝活性化が観察された。さらに硫黄酸

化細菌の優占種を分離培養 した結果、これらは硝酸還元能を有し、炭酸固定によ り生育する こ とが分か っ た。

以上から、新規な海洋性化学合 成硫黄酸化細菌が硝酸還元条件下 で独立栄養的 に生育 し、 他の嫌気微生物群に

炭素源を供給するこ とで 海底有機堆積物 の 嫌気分解過程の起点になる こ とが強 く示唆された 。
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　The　identification　of　the　key　nitrous 　oxide （N20）production　pathways 　is　important　to　establish 　a　strategy
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analysis ，
　deniセ ification　functional　gene　transcriptome　analysis ，

　and 　microscale 　N20　concentration 　measurements 　to

identify　the　main 　N20　producers　in　a　partiaI　nitrification　aeroblc 　granule　reactor
，　which 　was 　fed　with 　ammonium

and 　acetate ．　Our　results 　suggest 　that　heterotrophic　denitrification　was 　the 　main 　contributor 　to　N20　production

in　our　partial　 nitrification （PN）aerobic 　granule　reactor ．　The　heterotrophic　denitrifiers　were 　probably　related 　to

Rhodocyc’a’es　bacteria，　although 　different　types　of　bacteria　were 　active　in　the　initial　and 　Iatter　stages 　of　the　PN

reaction 　cycles ，
　most 　I　ikely　in　response 　to　the　presence　of　acetate ．　NH20H　oxidation 　and 　nitrifier　denitrification

occurred ，　but　their　contribution 　to　N20　emission 　was 　relatively 　smalI （20−30％）compared 　with 　heterotrophic

denitrification．　Our　approach 　can 　be　useful 　to　quantitatively　examine 　the　relative 　contrib 凵tions　of　the　three

pathways （hydroxylamine　oxidation ，
　nitrifier　denitrification，　and 　heterotrophic　denitrification）to　N20　emission 　in

mixed 　microbial 　populations．
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